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史
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明
治
初
期
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紙
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版
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一
モ
デ
ル

磯
部
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1
緒
言

　
明
治
四
年
一
二
月
、
金
沢
で
最
初
の
新
聞
『
開
化
新
聞
』
が
創
刊

さ
れ
た
。
発
行
書
騨
は
吉
本
三
次
郎
兵
衛
。
九
丁
ほ
ど
の
冊
子
体
で
、

大
き
さ
は
半
紙
二
つ
折
り
の
仮
綴
じ
。
響
板
で
摺
ら
れ
た
こ
の
新
聞

は
、
明
治
六
年
二
月
の
第
三
「
号
か
ら
『
石
川
新
聞
』
と
改
称
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
『
石
川
新
聞
』
は
明
治
一
六
年
六
月
二
一
日
よ
り

『
加
越
能
新
聞
』
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
吉
本
次
郎

兵
衛
じ
し
ん
は
明
治
一
四
年
一
月
を
も
っ
て
経
営
か
ら
退
い
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
、
お
よ
び
石
川
県
印
刷
御
用
と
し
て
の
吉
本
次

郎
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
の
足

跡
一
明
治
初
期
石
川
県
新
聞
事
情
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
考
察

一
」
（
を
参
照
ね
が
い
た
い
。
標
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
本
稿
は

『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
を
出
版
史
的
な
視
角
か
ら
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
新
聞
の
出
版
史
的
考
察
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
新
聞
出
版
の
実
態
、

す
な
わ
ち
製
産
・
流
通
・
享
受
の
あ
り
方
を
、
能
う
か
ぎ
り
一
次
史

料
に
も
と
づ
い
て
実
証
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
『
開
化
新
聞
』

『
石
川
新
聞
』
の
ば
あ
い
、
石
川
県
立
図
書
館
に
設
け
ら
れ
た
特
殊

文
庫
〈
吉
本
文
庫
〉
所
蔵
の
文
書
類
が
備
わ
る
〔
。
本
稿
で
は
、
こ

の
吉
本
文
庫
所
蔵
の
文
書
群
の
い
く
つ
か
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
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な
る
が
、
文
書
目
録
が
所
蔵
図
書
館
に
備
わ
ら
な
い
た
め
、
簡
略
で

は
あ
る
が
【
表
1
】
「
吉
本
文
庫
所
蔵
文
書
一
覧
」
を
つ
く
っ
て
お

い
た
。
本
稿
に
関
係
す
る
文
書
は
甑
2
．
1
3
．
1
4
．
1
5
．
1
6
。
1
7
の

六
点
。
木
活
字
・
鉛
活
字
の
購
入
や
3
3
「
〔
北
漠
々
設
立
願
草

案
〕
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
注
ω
論
文
を
参
照
ね
が
い
た
い
。

　
さ
て
、
当
時
の
地
方
新
聞
を
と
り
ま
い
て
い
た
状
況
に
つ
い
て
は

各
地
の
市
史
県
史
類
や
新
聞
社
史
に
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
は

興
亡
史
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
て
、
出
版
一
製
産
・
流
通
・
享
受

の
実
態
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
今

こ
こ
で
、
製
産
か
ら
享
受
ま
で
の
見
取
り
図
を
、
す
な
わ
ち
今
後
の

比
較
対
象
と
な
る
サ
ン
プ
ル
事
例
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
は
、
新
聞

史
研
究
に
お
い
て
も
出
版
史
研
究
に
お
い
て
も
必
要
な
作
業
で
あ
る

と
思
う
の
で
あ
る
。
副
題
の
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
以
下
に
つ
づ
く
本
論
は
製
産
・
流
通
・
享
受
の
順
に
進
行
し
て
い

く
が
、
そ
の
前
に
い
く
つ
か
言
い
そ
え
て
お
く
。
本
稿
で
は
読
み
や

す
さ
を
考
え
て
、
引
用
文
に
お
け
る
原
文
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
あ

ら
た
め
、
句
読
点
等
を
補
っ
た
。
同
様
の
理
由
か
ら
、
石
川
県
立
歴

史
博
物
館
所
蔵
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
宮
林
家
文
書
は
「
宮
林
家
文

書
」
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政

史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
は
「
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」
と

そ
れ
ぞ
れ
略
称
を
用
い
て
あ
る
。
ま
た
石
川
県
立
図
書
館
吉
本
文
庫

所
収
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
史
料
名
の
前
に
「
吉
本
文
書
」
と
記
し

て
あ
る
。
史
料
名
が
〔
〕
で
括
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
私
に
つ
け

た
仮
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
開
化
新
聞
』
の
引
用
は
、

す
べ
て
『
日
本
初
期
新
聞
全
集
』
（
ぺ
り
か
ん
社
）
に
よ
っ
た
一
。

2
発
行
部
数
の
問
題

　
ま
ず
は
『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
の
発
行
部
数
か
ら
検
証
し

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
開
化
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
つ
い
て
は
、
吉
本
文
書
「
〔
開
化

新
聞
費
用
内
訳
等
〕
」
が
備
わ
る
。
半
紙
一
枚
を
縦
折
り
に
し
た
も

の
に
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
県
庁
に
提
出
し
た
願
書
の
下
書
き

か
と
思
わ
れ
る
。
年
記
は
な
い
が
、
見
積
も
り
が
金
沢
藩
銭
札
で
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
聞
の
発
行
結
果
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
明
治
五
年
二
月
頃
か
ら
八
月
ま
で
の
間
に
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
う
る
（
。
『
開
化
新
聞
』
制
作
費
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

開
化
新
聞
図
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五
百
部
百
五
十
〆
文

　
但
シ
一
部
三
百
文
ノ
ヲ
ロ
シ

此
内
七
百
三
十
目

　
　
五
百
目

　
　
百
五
拾
匁

　
　
弐
拾
五
匁

外
二
百
五
拾
匁

　
〆
三
拾
目

板
代
紙
代
摺
仕
立

折
丁
合

諸
方
新
聞

高
所
行
駄
賃

　
〆
壱
貫
五
百
八
拾
五
匁

此
損
八
十
五
匁

　
千
部

内
七
百
三
拾
目

　
壱
貫
目

　
三
百
目

　
五
拾
目

　
八
拾
目

○
百
五
拾
目

　
三
拾
目

三
百
貫
文板
代
紙
代
摺
仕
立

折
丁
合

板
下
料

諸
方
新
聞
代

誓
書
行

〆
弐
貫
弐
百
六
拾
目

此
ヲ
月
三
度
合

　
九
百
貫
文

　
　
内
六
百
七
拾
八
貫
文

　
　
　
弐
百
弐
拾
弐
貫
文
利
■
（
墨
抹
消
）

　
此
方
弐
拾
五
貫
文
　
丁
稚
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
養
給
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヶ
月
見
回
リ

　
　
　
百
九
十
七
貫
文
出
目

　
定
価
三
五
〇
文
を
三
〇
〇
文
で
卸
し
て
い
く
う
え
で
、
五
〇
〇
部

作
製
す
る
と
八
五
匁
の
損
益
と
な
る
の
で
一
〇
〇
〇
部
ず
つ
月
三
回

の
発
行
に
す
る
の
だ
と
い
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
↓
回
に
つ
き
七
四

〇
文
、
月
三
回
で
二
貫
二
二
〇
匁
の
利
益
と
な
る
。
五
〇
〇
部
見
積

も
り
の
ほ
う
に
は
板
下
料
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
の
で
損
益
は
も
う

す
こ
し
増
え
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
五
〇
〇
部
で
は
ま
か
な
え
な

い
計
算
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
見
積
も
り
で
算
出
し
た
一
〇
〇
〇
部
と
い
う
発
行
部

数
は
、
当
時
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
群
馬
高
崎
の
『
書
抜
新
聞
』
も
「
壱
ヶ
月
売
捌
部
数
、
壱

㍗1
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度
摺
立
千
部
ツ
＼
五
度
分
…
…
」
と
見
積
も
っ
て
い
る
一
。
『
書
抜

新
聞
史
料
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
「
明
治
六
年
十
二
月
ヨ
リ
本
年
五
月

迄
新
聞
紙
活
刷
部
数
取
調
」
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
発
行
部
数
を
一
〇

〇
〇
部
と
見
積
も
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
七
〇
〇
か
ら
八
○
○
部
。

そ
れ
も
次
第
に
減
少
し
、
少
な
い
と
き
は
三
〇
〇
部
ほ
ど
し
か
発
行

し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
当
時
の
新
聞
の
実
際
で
あ
ろ
う
し
、
『
開
化

新
聞
』
も
こ
の
例
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
先
ほ
ど
の
史
料
「
費
用
内
訳
」
は
見
積
も
り
に
つ
づ
け
て
実
際
の

発
行
部
数
に
言
及
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
当
初
の
発
行

部
数
は
「
…
…
全
ク
四
百
部
甲
羅
成
不
申
、
其
内
百
部
再
帰
候
見
回

リ
ニ
相
成
句
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、

吉
本
は
県
に
よ
る
買
い
上
げ
を
願
い
出
る
。

依
而
此
新
聞
ヲ
永
続
仕
候
船
脚
、
区
会
所
毎
二
三
十
部
宛
御
渡

シ
ニ
相
成
句
様
奉
願
正
誤
。
左
様
二
相
成
年
得
バ
圏
■
六
七
百

部
ハ
行
申
候
。
私
手
前
ニ
テ
売
捌
申
数
ト
姦
計
千
画
面
二
相
成

申
候
。
如
此
売
口
定
リ
最
上
ハ
、
イ
ツ
迄
モ
相
続
申
候
。

　
各
区
会
所
ご
と
に
三
〇
部
と
い
う
の
は
な
ん
と
も
虫
の
よ
い
話
で

あ
る
が
、
こ
の
願
出
は
「
本
県
出
板
開
化
新
聞
毎
月
百
部
夢
解
上
ケ
、

各
樺
戸
長
円
分
配
」
（
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
す
る
に
い
た
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
他
県
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば

『
長
野
毎
週
新
聞
』
も
、
「
最
初
は
…
…
毎
刊
僅
に
四
、
五
百
部
の

発
党
に
過
ぎ
ず
、
夫
も
各
町
村
へ
義
務
購
買
を
な
さ
し
め
」
〔
て
い

た
。
こ
の
時
期
の
地
方
紙
は
、
ど
こ
も
似
か
よ
っ
た
状
況
と
対
応
策

を
示
し
て
い
た
よ
う
だ
。
さ
て
『
開
化
新
聞
』
は
翌
月
か
ら
改
称
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
『
石
川
新
聞
』
の
事
例
を
み
て
い
っ
て
み
よ

う
。　
『
石
川
新
聞
』
の
発
行
部
数
は
、
『
開
化
新
聞
』
の
よ
う
に
制
作

費
内
訳
史
料
は
遺
っ
て
い
な
い
が
、
森
山
誠
一
「
明
治
期
石
川
県
に

お
け
る
新
聞
変
遷
　
　
書
誌
的
研
究
一
」
（
が
用
い
て
い
る
『
内

務
省
年
報
』
の
統
計
数
値
が
参
考
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
第
一
回
年

報
が
明
治
八
年
七
月
か
ら
明
治
九
年
六
月
ま
で
を
対
象
期
間
と
し
て

い
る
た
め
、
『
石
川
新
聞
』
始
発
期
の
発
行
部
数
は
不
明
で
あ
る
（
。

　
さ
て
、
『
内
務
省
年
報
』
を
も
と
に
作
成
し
た
の
が
【
表
2
】

「
『
石
川
新
聞
』
の
発
行
部
数
」
で
あ
る
。
表
中
、
各
回
推
定
発
行

部
数
は
各
月
の
発
行
回
数
を
も
と
に
試
算
し
た
も
の
だ
が
、
た
と
え

ば
A
の
ば
あ
い
、
「
三
十
二
号
以
下
冊
子
の
体
裁
を
変
じ
て
、
日
本

紙
大
判
一
枚
の
片
面
に
馬
棟
刷
と
せ
る
も
の
を
、
毎
月
三
回
発
行
せ

り
」
と
い
う
『
石
川
県
史
』
の
記
述
を
も
と
に
試
算
し
た
（
。
B
に
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つ
い
て
は
記
録
が
備
わ
ら
ず
不
明
。
C
は
福
井
県
文
書
館
岡
文
雄
家

文
書
収
蔵
、
明
治
九
年
一
二
月
八
日
付
『
石
川
新
聞
』
末
尾
に
記
さ

れ
た
定
価
記
事
を
も
と
に
割
り
出
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、

当
初
『
石
川
新
聞
』
も
『
開
化
新
聞
』
と
変
わ
ら
な
い
発
行
部
数
で

あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
『
開
化
新
聞
』
よ
り
少
な
い
と
き
が
あ
っ
た

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
い
ち
ば
ん
目
に

つ
く
の
は
、
発
行
部
数
が
格
段
に
増
加
し
て
い
る
D
の
期
間
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
明
治
一
〇
年
九
月
に
出
さ
れ
た
石
川
県
令
桐
山
純
孝
に
よ

る
新
聞
購
読
勧
奨
の
達
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
。

　
吉
本
文
書
「
〔
『
石
川
新
聞
』
購
読
勧
奨
の
達
ご
は
大
美
濃
半
蔵

仮
綴
じ
。
活
版
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
印
刷
御
用
を
つ
と

め
て
い
た
吉
本
が
印
刷
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
和
田
尚
軒
（
文
次
郎
）

「
金
沢
に
於
け
る
最
初
の
新
聞
紙
」
（
に
全
文
の
翻
刻
が
備
わ
る
が
、

『
石
川
新
聞
』
の
転
換
型
に
あ
た
る
事
項
で
も
あ
る
の
で
、
本
節
で

も
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

新
聞
紙
ノ
避
雷
公
益
ア
ル
事
ハ
今
更
喋
論
ヲ
侯
サ
ル
処
、
中
二

就
テ
各
地
方
新
紙
ノ
儀
ハ
其
治
下
施
政
ノ
実
況
ヨ
リ
民
情
風
俗

二
道
ル
マ
テ
普
ク
記
載
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
何
レ
ノ
地
ト
難
ト

モ
最
欠
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
処
、
未
開
人
民
ノ
購
求

二
念
ナ
キ
モ
ノ
鼠
姑
ク
関
セ
サ
ル
モ
、
荷
モ
之
ヲ
購
求
者
二
於

テ
ハ
其
新
紙
体
裁
ノ
良
否
二
因
テ
益
不
益
ハ
勿
論
、
底
止
観
客

多
寡
ノ
関
係
ヲ
起
シ
、
下
之
ヲ
他
方
へ
送
致
ス
レ
ハ
自
ラ
優
劣

ヲ
生
シ
、
之
ヲ
慨
言
ス
レ
舶
載
地
方
ノ
開
否
ヲ
他
面
明
示
ス
ル

ニ
異
ナ
ラ
ス
。
然
ル
ト
キ
ハ
、
新
聞
紙
ノ
良
否
得
失
ハ
大
二
察

セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
勢
ヲ
含
有
セ
リ
。
愛
二
我
石
川
新
聞
ハ
積

年
豚
賂
ヲ
保
チ
追
々
改
良
二
歩
ヲ
進
ム
ル
モ
、
未
タ
観
客
二
重

分
ノ
公
益
ヲ
与
フ
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
カ
故
二
、
随
テ
購
求
者
モ
僅

々
且
又
其
体
裁
各
地
方
二
比
肩
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

最
下
等
タ
ル
誹
講
ヲ
免
カ
レ
ス
、
畢
寛
県
ノ
体
面
ニ
モ
関
シ
純

孝
深
ク
苦
慮
ノ
折
柄
、
今
回
之
ヲ
改
正
シ
漸
次
各
地
方
ノ
右
二

出
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
社
長
奮
起
ス
。
純
孝
モ
之
ヲ
嘉
シ
厚
ク
保
護

力
ヲ
加
ヘ
ン
ト
欲
ス
。
然
ル
ニ
右
改
正
二
付
テ
ハ
、
第
一
数
等

ノ
活
版
ヲ
新
製
、
其
他
百
般
ノ
事
都
テ
創
業
二
半
ル
姿
ア
ル
ヲ

以
テ
経
費
賜
多
ト
難
ト
モ
、
前
文
保
護
力
ノ
厚
意
二
基
キ
既
二

改
正
ノ
許
可
ヲ
得
、
十
月
十
日
頃
ヨ
リ
発
行
ス
ト
聞
ク
。
然
ル

処
、
右
新
聞
紙
売
捌
方
ノ
多
寡
二
因
ツ
テ
費
金
償
却
方
面
関
係

ノ
大
困
難
ア
リ
。
愛
二
於
テ
尚
思
フ
ニ
、
当
分
県
官
ヲ
始
メ
区

吏
・
学
区
取
締
・
其
他
各
学
校
教
員
等
二
至
ル
マ
テ
普
ク
購
求

ヲ
仰
キ
、
漸
次
人
民
ノ
開
進
ヲ
補
助
ノ
外
策
ナ
キ
モ
ノ
ト
見
認
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メ
、
各
位
御
協
議
労
御
用
頼
二
及
ヒ
候
。
計
測
都
合
ニ
ヨ
リ
組

合
ヲ
立
ヲ
レ
、
其
内
へ
御
購
求
耕
田
素
ヨ
リ
苦
シ
カ
ラ
サ
ル
モ
、

其
力
ヲ
有
セ
ラ
ル
、
向
ハ
精
々
各
自
出
御
購
求
ア
ラ
ン
事
ヲ
特

二
希
望
ス
。
最
モ
二
等
ノ
事
ハ
各
自
ノ
望
郷
任
ス
ヘ
キ
理
ニ
シ

テ
強
テ
請
求
ス
ヘ
キ
筈
ハ
万
々
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
、
前
文
無

拠
場
合
心
付
、
県
下
新
聞
紙
ノ
成
立
方
当
分
県
官
顎
下
其
筋
々

二
於
テ
厚
ク
保
護
力
ヲ
加
へ
、
到
底
人
民
ノ
開
智
ヲ
誘
導
ス
ル

ノ
御
見
込
ヲ
以
テ
厚
ク
御
勘
弁
ノ
上
、
夕
方
井
各
校
へ
至
急
御

通
知
ヲ
仰
キ
度
、
此
段
内
々
申
進
候
也
。

　
明
治
十
年
九
月
光
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
出
張
　
桐
山
純
孝

　
　
　
　
　
　
区
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
中

　
　
　
　
　
　
学
区
取
締

尚
々
本
文
新
聞
紙
御
購
求
方
之
儀
、
一
応
ハ
本
庁
ヨ
リ
報
告
及

ヒ
タ
レ
ト
モ
、
初
発
社
長
へ
対
シ
改
正
方
内
勧
奨
モ
致
シ
タ
ル

末
耳
付
、
出
張
先
ナ
カ
ラ
尚
別
段
御
内
依
頼
二
及
ヒ
タ
ル
事
韻

事
。
否
や
御
内
報
ヲ
仰
ク
。
且
本
書
之
趣
旨
ハ
該
社
二
利
益
ヲ

与
フ
ル
為
二
盛
大
ヲ
期
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
全
ク
開
智
ノ
一
端
二

型
ス
ル
事
ハ
申
迄
モ
之
レ
ナ
ク
ト
錐
ト
モ
、
念
ノ
為
メ
申
添
置

候
。

一
　
東
京
報
知
社
長
ヨ
リ
同
社
新
聞
紙
購
求
方
之
儀
、
分
テ
依

頼
之
レ
ア
リ
。
最
モ
石
川
新
聞
ト
ハ
成
立
方
ハ
異
ナ
ル
モ
、
区

務
所
・
学
校
単
二
於
テ
ハ
御
繰
合
相
成
候
ハ
、
精
々
来
意
二
応

シ
候
筆
致
度
、
此
段
モ
併
テ
申
軍
馬
也
。

　
県
令
桐
山
が
『
石
川
新
聞
』
の
購
読
勧
奨
に
踏
み
き
っ
た
の
は
、

ひ
と
つ
に
は
『
石
川
新
聞
』
が
「
観
客
二
重
分
ノ
公
益
ヲ
与
フ
ル
」

ほ
ど
の
質
を
有
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
各
地
の
新
聞
に
比
し
て

見
劣
り
が
す
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
「
県
ノ
体
面
ニ
モ
関
」
わ
る

問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ふ
た
つ
に
は
、
今
の
ま
ま
の
状
態
で
は
明

治
八
年
一
〇
月
に
払
い
下
げ
た
活
版
印
刷
器
械
費
用
の
支
払
い
に
支

障
を
き
た
す
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
突
き
つ

め
て
い
え
ば
、
石
川
県
の
内
外
政
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
購
読
を
勧
奨
す
る
こ
と
で
売
平
準
の
充

実
安
定
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
の
時
点
で
は

『
開
化
新
聞
』
を
一
〇
〇
部
買
い
上
げ
て
各
郡
戸
長
へ
分
配
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
「
県
官
ヲ
始
メ
脚
註
・
学
区
取
締
・
其
他

各
学
校
教
員
等
二
至
ル
マ
テ
普
ク
購
求
ヲ
仰
」
い
で
お
り
、
一
回
に

一
〇
〇
〇
部
を
超
え
る
ほ
ど
の
供
給
先
を
安
定
し
て
確
保
し
う
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
発
行
部
数
増
加
の
内
実
は
、
如
上
の
理
由
に
よ
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る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
購
読
勧
奨
達
を
う
け
て
、
明
治
一
〇
年
一
〇
月
一
日
に
富
山

支
庁
長
松
原
匠
作
が
、
同
月
六
日
に
は
石
川
県
庁
第
一
課
長
石
川
昌

三
郎
が
、
戸
長
・
学
区
取
締
に
た
い
し
て
達
を
出
し
て
い
る
一
。

石
川
新
聞
之
義
、
体
面
ヲ
改
革
シ
一
層
善
良
ノ
地
二
進
メ
候
二

付
テ
ハ
権
令
公
ヨ
リ
別
紙
御
内
頼
之
通
ニ
テ
、
当
分
県
官
以
下

其
筋
々
二
於
テ
保
護
力
ヲ
加
へ
、
人
民
開
智
誘
導
ヲ
望
マ
レ
候

二
付
テ
ハ
、
精
々
購
求
方
御
尽
力
且
各
位
二
於
テ
モ
希
ク
ハ
御

↓
名
毎
御
購
求
相
成
新
聞
発
免
ノ
保
護
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
、
閾
管
民

政
図
治
ノ
致
ヲ
翼
賛
シ
、
以
テ
　
　
　
権
令
公
ノ
盛
意
二
副
フ

処
ア
ラ
ン
事
ヲ
北
異
望
ス
。
就
テ
ハ
新
聞
社
之
者
各
区
務
所
へ
出

頭
頼
談
二
及
候
儀
有
之
筈
二
付
、
御
熟
談
有
之
様
致
度
肝
ハ

　
　
権
令
公
御
駐
在
所
富
山
ヨ
リ
旧
婚
発
馬
付
此
段
小
子
ヨ
リ

申
添
候
也
。

＋
年
＋
且
㎝
日

　
　
　
　
　
　
富
山
支
庁
長
　
松
原
匠
作

　
こ
の
購
読
勧
奨
達
の
前
年
、
明
治
九
年
四
月
に
は
新
川
県
を
、
同

年
八
月
に
は
敦
賀
県
を
併
合
。
石
川
県
は
加
三
三
と
越
前
の
一
部
を

包
括
す
る
に
い
た
る
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
に
区
制
と
行
政
区
域
の

再
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
『
石
川
県
治
一
覧
表
』
（
に
よ
れ
ば
、

こ
の
と
ぎ
石
川
県
は
全
二
八
大
忌
三
八
五
小
区
。
石
川
県
が
新
聞
購

読
者
と
し
て
狙
い
を
さ
だ
め
た
「
県
官
ヲ
始
メ
区
吏
・
学
区
取
締
・

其
他
各
学
校
教
員
」
た
ち
の
人
数
を
列
記
し
て
み
る
と
．
次
の
よ
う

に
な
る
。県

官
　
奏
任

　
判
任

　
等
外

区
吏
　
区
長

　
副
区
長

　
戸
長

　
副
戸
長

　
学
区
取
締

　
監
事

　
師
範
学
校

　
　
教
員

二
名｝

〇
四
名

六
〇
名二

八
名

五
九
名

三
八
六
名

三
四
二
八
名

七
二
名

二
〇
六
名

八
名

レ
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小
学
教
員
三
二
三
一
名

　
各
小
区
の
正
副
戸
長
ま
で
ふ
く
め
る
と
、
県
官
は
一
六
六
名
、
区

吏
は
七
五
二
八
名
の
計
七
六
九
四
名
。
こ
の
と
き
の
発
行
部
数
は
約

一
一
〇
〇
部
な
の
で
、
単
純
計
算
で
は
あ
る
が
、
「
県
官
ヲ
始
メ
区

吏
・
学
区
取
締
・
其
他
各
学
校
教
員
」
た
ち
へ
の
普
及
率
は
約
一
五

パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
数
値
に
は
県
外
購
読
者
や

二
世
県
庁
送
付
分
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
し
、
購
読
者
層
を
い
わ
ゆ

る
地
域
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
階
層
に
し
ぼ
っ
た
う
え
で
の
計
算
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
当
時
の
新
聞
購
読
者
層

は
こ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
右

の
数
値
も
い
ち
お
う
の
目
安
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て

『
石
川
新
聞
』
の
発
行
部
数
が
一
〇
〇
〇
部
を
超
え
た
と
い
っ
て
も
、

県
の
想
定
購
読
者
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
し
か
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

ま
し
て
や
全
人
口
と
な
れ
ば
推
し
て
知
る
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
ろ

う
（
。
こ
れ
を
逆
か
ら
み
て
み
れ
ば
、
県
の
政
策
に
よ
っ
て
一
五
パ

ー
セ
ン
ト
弱
に
ま
で
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で
、
そ

う
し
て
み
る
と
県
の
「
保
護
力
」
の
大
き
さ
が
垣
間
見
え
る
数
値
で

も
あ
る
の
だ
っ
た
。

3
流
通
す
る
新
聞
、
購
読
す
る
人
び
と

　
『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
の
流
通
範
囲
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
関
与
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
本
節
で
は
両
紙
の
流
通
面
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
て
い
く
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
じ
）
　
　
　
　
畠

が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
秋
田
県
で
発
行
さ
れ
た
『
秋
田
無
下
新
聞
』
o

を
用
い
て
地
方
紙
の
流
通
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
『
秋
田

聚
珍
社
関
係
書
類
』
〔
に
お
さ
め
ら
れ
た
史
料
の
な
か
に
、
明
治
一

二
年
七
月
一
日
よ
り
明
治
一
三
年
六
月
三
〇
日
ま
で
を
対
象
と
し
た

「
秋
田
遽
逓
新
聞
井
田
雑
誌
売
捌
高
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

『
秋
田
遽
逓
新
聞
』
は
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
三
三
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
陸
奥
青
森
・
陸
前
宮
城
・
陸
中
岩
手
・
羽
後
山
形
・
越
後
新

潟
、
ほ
か
に
甲
斐
山
梨
・
伊
賀
三
重
・
尾
張
愛
知
・
摂
津
兵
庫
・
土

佐
高
知
・
肥
前
長
崎
・
豊
前
大
分
・
薩
摩
鹿
児
島
に
北
海
道
千
島
へ

と
流
通
し
て
い
る
。
一
年
問
の
流
通
部
数
は
、
東
京
府
下
が
一
五
五

〇
部
、
京
都
・
大
阪
お
よ
び
近
隣
諸
県
が
二
五
〇
部
で
、
ほ
か
は
だ

い
た
い
一
七
五
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
『
秋
田
遽
遡
新

聞
』
は
月
曜
日
以
外
の
発
行
だ
か
ら
、
単
純
計
算
で
、
一
日
に
つ
き

東
京
府
下
へ
は
約
五
部
、
京
阪
近
隣
諸
府
県
へ
は
約
】
部
、
ほ
か
へ

野
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は
こ
日
で
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
数
は
、
い
ず
れ
も
冥

府
県
庁
へ
送
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
東
京
府
下
が
ほ
か

の
地
域
よ
り
多
い
の
は
、
府
庁
だ
け
で
な
く
出
張
所
や
省
庁
へ
も
送

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
個
人
購
読
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
た
と
え
ば
東
京
の
又
新
社
『
類
聚
新
聞
』

が
大
阪
・
青
森
・
兵
庫
・
浜
田
・
若
松
の
各
府
県
へ
購
読
勧
誘
願
を

提
出
し
て
い
る
よ
う
に
（
、
聚
珍
社
か
ら
各
府
県
庁
へ
願
い
出
る
と

い
う
か
た
ち
で
契
約
を
交
わ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
『
石
川
新
聞
』
か
ら
検
証
し
て
み
よ

う
と
思
う
の
だ
が
、
ま
ず
は
山
梨
県
布
達
第
二
〇
三
号
を
掲
げ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎

こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
い
こ
う
（
。

新
聞
原
稿
逓
送
の
義
に
付
、
先
般
第
百
七
十
七
号
を
以
致
布
達

候
逓
送
免
許
の
諸
新
聞
社
号
拉
箇
所
別
紙
の
通
帯
芯
、
此
段
為

心
得
管
内
無
忍
笠
達
す
る
者
也
。

　
明
治
六
年
十
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
権
令
藤
村
紫
朗

　
こ
の
あ
と
に
「
先
般
…
…
致
布
達
候
逓
送
免
許
の
諸
新
聞
社
号
蛙

箇
所
」
が
四
八
社
列
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
な
か
に
「
石
川
新
聞

元
開
化
新
聞
　
加
州
金
沢
宝
船
路
町
　
吉
本
屋
次
郎
兵
工
」
と
あ

る
。　
「
新
聞
原
稿
逓
送
の
義
」
と
い
う
の
は
、
明
治
六
年
六
月
二
八
日

大
蔵
省
布
達
第
｝
〇
四
号
「
新
聞
原
稿
逓
送
規
則
」
を
ふ
ま
え
た
も

の
で
、
「
駅
逓
引
算
逓
送
免
．
許
有
之
諸
新
聞
紙
上
二
載
ス
ヘ
キ
為
メ
、

其
社
へ
報
知
ス
ル
原
稿
ハ
本
年
七
月
一
日
ヨ
リ
無
税
ニ
テ
逓
送
配
達

差
許
」
（
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
稿
逓
送
免
税
に
先
だ
つ
明
治

五
年
一
〇
月
に
は
、
新
聞
そ
の
も
の
の
郵
便
料
金
が
割
安
に
な
る
逓

送
免
許
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
山
梨
県
で
は
「
第
百
七
十
七
号
を

以
」
て
「
駅
逓
頭
之
逓
送
免
許
有
之
諸
新
聞
紙
」
を
布
達
し
た
よ
う

で
あ
る
。
吉
本
が
こ
の
逓
送
免
許
を
う
け
た
の
は
、
明
治
六
年
一
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
一
。

　
　
開
化
新
聞

右
表
題
之
新
聞
紙
、
定
価
ヲ
以
逓
送
往
信
准
允
致
し
候
条
、

其
意
、
枝
宿
之
分
ハ
、
本
道
駅
々
よ
り
通
達
可
有
之
雪
明
。

　
明
治
六
年
第
一
月
十
七
日
　
　
　
駅
逓
寮

　
　
二
月
五
日
到
来
也

　
　
　
東
海
道
品
川
駅
よ
り

　
　
　
前
ケ
須
宿
迄

得
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右
郵
便
御
用
取
扱
所

追
而
此
触
書
至
急
特
集
、
留
よ
り
可
相
返
モ
ノ
也
。

　
『
開
化
新
聞
』
は
翌
月
か
ら
『
石
川
新
聞
』
と
改
称
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
実
際
に
低
額
料
金
で
逓
送
頒
布
が
は
じ
ま
っ
た
の
は

『
石
川
新
聞
』
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
。
山
梨
県
『
全
国
新

聞
紙
発
免
人
名
表
』
に
「
石
川
新
聞
元
開
化
新
聞
」
と
但
し
書
き

が
つ
い
て
い
る
の
も
、
如
上
の
事
情
に
よ
る
。
な
お
右
引
用
文
の

「
定
価
」
と
は
、
新
聞
の
定
価
で
は
な
く
、
明
治
五
年
一
〇
月
「
新

聞
紙
逓
送
規
則
」
で
定
め
ら
れ
た
逓
送
料
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
（
。

こ
の
駅
逓
寮
か
ら
の
布
達
は
「
東
海
道
品
川
駅
よ
り
前
ケ
畢
宿
迄
」

の
「
郵
便
取
扱
所
」
に
ま
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
全

国
の
各
宿
郵
便
取
扱
所
に
も
同
様
の
文
書
が
行
き
渡
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
秋
田
努
力
新
聞
』
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
越
後
・
信
濃
・
飛
騨
・
近
江
と
い
っ
た
近
隣
諸
県
庁
を
中
心
に

一
、

�
狽
ｸ
つ
送
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
実
状
に
即
し
て
い
よ

う
。
ま
た
『
石
川
新
聞
』
に
は
京
都
・
大
阪
・
長
崎
の
景
況
を
つ
た

え
る
記
事
が
多
い
の
だ
が
、
「
新
聞
原
稿
逓
送
規
則
」
に
よ
っ
て
情

報
の
や
り
と
り
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
流
れ
の
う
え
に
の
っ
て
国
所
の

府
県
庁
へ
新
聞
も
送
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
吉
本
文

書
「
〔
石
川
新
聞
請
求
書
〕
」
（
明
治
一
〇
年
一
一
月
〉
に
よ
れ
ば
、

石
川
県
庁
が
一
部
、
富
山
と
福
井
の
両
支
庁
は
二
部
ず
つ
『
石
川
新

聞
』
を
購
読
し
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
東
京
府
下
へ
の
流
通
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治

八
年
二
月
九
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
附
録
に
掲
載
さ
れ
た
「
明

治
七
歳
中
新
聞
紙
冊
逓
送
通
計
表
」
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
駅
逓

寮
録
事
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
七
年
一
月
置
ら
一
二
月

に
お
け
る
全
国
三
四
紙
の
流
通
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の

数
値
を
掲
げ
る
が
、
こ
の
数
値
の
来
歴
に
関
す
る
説
明
が
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
た
だ
、
掲
載
数
値
か
ら
み
て
発
行
部
数
を
そ
の
ま

ま
反
映
し
た
全
国
各
地
へ
の
流
通
量
で
は
な
い
し
、
ま
た
発
行
地
の

み
で
の
流
通
量
で
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
や

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
の
数
値
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
東
京
府
内
に
お
け

る
流
通
量
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
七
年
一
月
号

に
お
け
る
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
の
逓
送
量
は
「
一
四
．
二
九
三
」
。

こ
の
と
き
の
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
日
曜
日
以
外
の
刊
行
な
の
で
、

一
日
に
つ
き
お
よ
そ
五
〇
〇
部
強
の
流
通
量
と
な
る
。
『
横
浜
毎
日

新
聞
』
の
発
行
部
数
は
す
で
に
二
〇
〇
〇
部
を
超
え
て
い
る
わ
け
で
〔
、

以
上
の
こ
と
か
ら
当
該
史
料
の
数
値
を
東
京
府
内
に
お
け
る
流
通
部

数
と
思
料
す
る
次
第
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
に
よ
る
と
、
『
石
川
新
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聞
』
の
流
通
量
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
（
4
0
）
　
二
月
目
6
1
）

四
月
（
6
0
）
　
五
月
（
2
0
）

七
月
（
6
7
）
　
九
月
（
3
3
）

※
括
弧
内
は
逓
送
数
。

※
八
・
一
〇
・
一

三
月
（
2
5
）

六
月
（
6
6
）

二
一
月
（
1
5
）

鮒

一
月
の
逓
送
数
の
記
載
な
し
〔
。

　
こ
の
時
期
の
『
石
川
新
聞
』
は
月
三
回
の
発
行
だ
か
ら
、
一
回
に

つ
き
約
一
〇
か
ら
二
〇
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
主
と
し
て
石
川
県

の
布
達
を
中
心
と
し
た
県
内
情
報
を
掲
載
す
る
『
石
川
新
聞
』
を
東

京
で
個
人
購
読
す
る
と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
だ
と
す
れ
ば
『
秋

田
遽
遽
新
聞
』
と
お
な
じ
よ
う
に
、
石
川
県
の
出
張
所
に
つ
と
め
る

人
び
と
や
省
庁
に
送
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
石
川
県
内
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
明
治
一
〇
年
九
月
の

購
読
勧
奨
達
を
う
け
て
、
石
川
県
庁
第
一
課
長
石
川
昌
三
郎
が
区
長

・
学
区
取
締
に
た
い
し
て
同
様
の
達
を
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
・
前
節

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
節
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
六
日

後
の
明
治
一
〇
年
一
〇
月
一
二
日
に
石
川
が
出
し
た
達
「
〔
石
川
新

聞
各
区
内
内
達
に
付
達
〕
」
（
吉
本
文
書
）
で
あ
る
。

兼
日
及
御
依
頼
置
旧
石
川
新
聞
紙
ノ
儀
、
器
械
改
良
整
頓
候
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
　
マ
）

本
日
ヨ
リ
更
二
発
潮
候
旨
届
出
タ
リ
。
依
テ
ハ
不
屈
敢

枚
配
達
為
致
候
間
、
其
区
内
夫
々
工
御
分
配
方
宜
敷
御
取
計
有

之
度
。
尚
今
後
引
続
多
数
購
求
相
成
候
様
、
御
周
旋
ノ
程
二
二

希
望
候
也
。

達
の
対
象
は
、
内
容
か
ら
み
て
購
読
勧
奨
達
と
お
な
じ
区
長
・
学
区

取
締
で
あ
ろ
う
。
「
「
今
後
引
続
多
数
購
求
相
成
思
様
」
に
新
聞
を

「
御
周
旋
」
し
て
ま
わ
る
彼
ら
の
姿
は
、
新
聞
の
あ
り
方
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
。
新
聞
を
「
其
区
内
夫
々
工
御
分
配
」
す
る
と
い
う

が
、
各
戸
々
に
分
配
す
る
と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
は

区
長
や
学
区
取
締
か
ら
小
区
の
代
表
者
で
あ
っ
た
戸
長
へ
、
そ
こ
か

ら
副
戸
長
へ
と
新
聞
は
流
れ
て
い
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
正
副
戸
長

と
い
え
ば
、
「
上
達
下
通
聯
垂
蔽
ナ
ク
尽
力
イ
タ
ス
ヘ
ク
」
「
御
布

達
物
無
歯
答
触
示
」
し
、
「
時
々
ノ
御
布
達
ノ
趣
了
解
セ
サ
ル
者
へ

説
示
シ
」
（
た
り
す
る
情
報
の
媒
介
人
で
あ
り
、
上
意
下
達
の
情
報

流
通
網
に
あ
っ
て
は
末
端
に
位
置
す
る
役
職
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

例
を
挙
げ
て
お
く
。
明
治
七
年
五
月
、
石
川
県
第
九
区
の
区
長
が
願

い
出
た
「
市
中
平
生
心
得
新
聞
へ
記
載
願
」
（
は
、
「
市
中
平
生
心

卜
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得
ト
題
シ
大
略
目
ヲ
挙
、
柳
心
得
ノ
階
梯
ト
仕
度
」
く
、
つ
い
て
は

「
当
県
新
聞
附
録
ト
ナ
シ
、
上
木
ノ
上
区
内
毎
戸
一
葉
宛
頒
布
仕
度

奉
存
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
布
達
日
誌
な
ど
府
県
の
公
文
書
と

お
な
じ
よ
う
に
正
副
区
戸
長
や
学
区
取
締
が
流
通
の
媒
介
と
な
っ
て

い
る
状
況
は
、
新
聞
や
そ
の
附
録
が
公
的
な
上
意
下
達
の
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
認
知
・
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

流
通
の
あ
り
方
は
、
『
石
川
新
聞
』
の
前
身
で
あ
る
『
開
化
新
聞
』

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
富
山
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
開
化
新
聞
』
第
一
〇
号
（
明
治
五
年

三
月
）
か
ら
第
一
四
号
（
明
治
五
年
五
月
）
、
お
よ
び
明
治
新
聞
雑

誌
文
庫
所
蔵
の
『
開
化
新
聞
』
第
一
八
号
（
明
治
五
年
六
月
）
の
末

丁
裏
に
は
、
「
酒
樽
印
」
と
し
て
「
越
中
魚
津
荒
町
／
蔵
屋
背
左
工

門
」
の
料
亭
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
蔵
屋
清
左
工
門
」
と
は
、

「
魚
津
町
方
役
人
氏
名
書
上
」
に
名
が
み
え
る
「
元
治
元
年
　
横
目

　
蔵
谷
清
左
衛
門
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
。
現
在
確
認
し
う
る
な
か

で
は
明
治
五
年
三
月
刊
『
開
化
新
聞
』
第
一
〇
号
が
も
っ
と
も
は
や

い
事
例
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
三
月
を
魚
津
市
の
歴
史
に
照
ら
し
て

み
る
と
、
こ
の
月
は
新
川
県
庁
が
魚
津
町
に
設
置
さ
れ
た
月
で
も
あ

る
。
『
開
化
新
聞
』
の
売
り
弘
め
が
県
庁
設
置
と
と
も
に
始
ま
っ
た

か
ど
う
か
ま
で
は
断
定
し
え
な
い
が
、
『
開
化
新
聞
』
の
流
通
に
町

役
人
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人
物
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。

　
既
述
の
よ
う
に
新
聞
は
郵
便
網
に
の
っ
て
流
通
し
て
い
た
わ
け
だ

が
、
各
駅
内
に
設
け
ら
れ
た
郵
便
取
扱
人
に
は
、
そ
の
駅
内
の
豪
農

商
や
肝
煎
な
ど
が
任
に
就
く
こ
と
が
多
か
っ
た
〔
。
た
と
え
ば
明
治

五
年
一
〇
月
、
栃
木
県
庁
作
成
の
『
郵
便
報
知
新
聞
購
読
告
諭
』
励

を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
そ
の
名
の
と
お
り
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の

購
読
を
勧
奨
す
る
布
達
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
「
郵
便
報
知
新
聞

売
捌
人
名
」
に
は
売
り
捌
き
に
関
わ
っ
た
入
物
二
五
名
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
素
性
不
明
の
九
人
を
の
ぞ
い
た
↓
六
名
は
す
べ

て
郵
便
取
扱
人
で
（
、
ま
た
彼
ら
の
多
く
は
、
各
町
村
宿
の
元
締
や

正
副
戸
長
の
任
に
つ
い
て
い
た
者
た
ち
で
も
あ
っ
た
。
如
上
、
『
開

化
新
聞
』
に
お
い
て
も
響
町
村
役
人
や
郵
便
取
扱
人
、
す
な
わ
ち
地

域
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
人
び
と
が
売
り
弘
め
に
関
与
し

て
い
た
状
況
が
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
つ
づ
け
て
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
売
捌
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

明
治
九
年
一
二
月
八
日
付
『
石
川
新
聞
』
の
「
売
捌
所
」
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

越
中
国
富
山
西
町

大
橋
甚
吾

翫砺
　



同
　
　
高
岡
木
舟
町

加
賀
国
大
聖
寺
京
町

越
前
組
置
井
照
手
上
町

同同同君同

　
　
本
町

　
　
　
町

　
　
錦
上
町

武
生
幸
町

阪
井
港
新
町

車
平
次
郎

堀
江
勘
七
郎

岡
崎
左
喜
介

酒
井
安
兵
衛

若
朽
正

森
下
元
次
郎

千
秋
慎
一

近
藤
円
七

こ
の
あ
と
の
『
石
川
新
聞
』
を
繰
っ
て
い
く
と
、
越
前
で
は
「
鯖
江

中
小
路
　
竹
村
寛
二
」
「
粟
田
郡
旭
町
　
鈴
木
精
三
」
が
、
金
沢
で

は
「
金
沢
尾
張
町
六
番
邸
内
　
雲
根
堂
」
「
金
沢
片
町
　
武
藤
信

吉
」
「
博
労
町
五
十
七
番
邸
　
日
新
堂
」
が
、
能
登
で
は
「
能
美
郡

小
松
上
本
折
町
四
十
三
番
邸
　
別
宮
又
四
郎
」
「
能
登
国
七
尾
亀
山

町
六
十
九
番
邸
　
金
森
外
二
郎
」
が
そ
れ
ぞ
れ
名
を
つ
ら
ね
る
こ
と

と
な
る
。
鈴
木
俊
幸
『
近
世
日
本
に
お
け
る
書
籍
・
摺
物
の
流
通
と

享
受
に
つ
い
て
の
研
究
　
　
書
籍
流
通
末
端
業
者
の
網
羅
的
調
査
を

中
心
に
一
』
（
に
徴
し
て
み
る
と
、
彼
ら
の
多
く
は
、
東
京
や
京

阪
名
古
屋
で
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
売
捌
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
者
た

ち
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
越
前
の
岡
崎
左
喜
助
は
、
明
治
五
年
八
月

に
創
刊
さ
れ
た
足
羽
県
の
新
聞
『
撮
要
新
聞
』
の
発
行
元
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
明
治
六
年
一
月
、
伊
勢
山
田
で
創
刊
さ
れ
た
『
渡
会
新

聞
』
の
売
捌
に
も
名
を
つ
ら
ね
る
な
ど
、
は
や
く
か
ら
新
聞
の
発
信

／
中
継
地
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
形
跡
が
み
う
け
ら
れ
る
。
京
阪

や
美
濃
尾
張
へ
流
通
す
る
ば
あ
い
、
岡
崎
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
者
た
ち
が
す
べ
て
本
屋
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
能
登
の
別
宮
又
四
郎
は
、
そ
の
地
域
の
名
望
家
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
流
通
の
あ
り
方
は
新
聞
の
購
読
状
況
と
も
密
接
に

関
係
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
別
宮
の
素
性
も
あ
わ
せ
て
後

述
で
明
ら
か
に
す
る
。

　
と
も
あ
れ
、
新
聞
の
売
捌
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
の
が
右
の
挙
げ

た
者
た
ち
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
た
い
、
『
石
川
新
聞
』
の

流
通
事
情
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
一
年
一
〇
月
忌
日

付
『
石
川
新
聞
』
雑
報
に
よ
れ
ば
、
金
沢
の
雲
根
堂
は
「
…
…
御
巡

幸
の
跡
か
ら
越
前
国
福
井
ま
で
チ
リ
ン
く
サ
ー
サ
今
日
の
新
聞
と

呼
ハ
り
く
」
読
売
を
し
て
売
り
歩
い
て
い
っ
た
と
い
う
記
事
も
ふ

ま
え
る
な
ら
ば
、
『
石
川
新
聞
』
の
主
要
な
流
通
範
囲
が
、
越
前
加

越
能
と
い
う
加
賀
の
往
来
筋
、
人
や
物
の
流
通
す
る
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
新
聞
の
流
通
事
情
は
右
に
み
て
き
た
と
お
り
だ
が
、
い
っ

ぽ
う
購
読
す
る
側
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治

九
年
九
月
八
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』
雑
報
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
石
川
県
に
お
い
て
「
新
聞
誌
ハ
県
官
区
長
、
そ
の
外
学
士
及

び
一
二
会
社
の
外
視
る
も
の
」
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
近
隣
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、
越
中
高
岡
で
は
「
新
聞
紙
及
ヒ
雑
誌
ヲ
購
読
ス

ル
モ
ノ
高
岡
六
千
戸
中
二
百
分
∠
即
事
＋
戸
二
過
ス
」
鯉
能
登

の
今
浜
村
で
も
「
村
中
新
聞
紙
ヲ
購
読
ス
ル
モ
ノ
一
家
モ
ア
ル
コ
ト

ナ
ク
、
只
タ
学
校
教
員
ア
ル
ノ
ミ
」
（
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
は
、
地
方
に
お
け
る
新
聞
購
読
の
実
状
で
あ
っ
た
と
み

て
よ
い
。千

葉
県
下
景
況
／
…
…
○
新
聞
ハ
学
校
扱
所
、
将
た
極
て
富
豪

の
者
に
あ
ら
さ
れ
ハ
見
ず
。
多
く
ハ
東
京
の
三
新
聞
書
。
又
三

日
位
に
室
町
裡
を
売
行
く
と
錐
も
、
買
人
少
な
し
（
。

三
重
県
下
四
日
市
近
況
…
…
○
新
聞
紙
パ
学
校
大
小
区
の
事
務

所
、
三
井
銀
行
の
出
店
、
其
他
極
て
富
豪
の
者
に
非
さ
れ
市
之

を
取
寄
せ
す
。
多
く
ハ
東
京
二
大
新
聞
と
大
坂
日
報
な
り
〔
。

　
明
治
一
〇
年
九
月
の
新
聞
購
読
勧
奨
達
に
よ
っ
て
購
読
者
は
一
気

に
広
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
購
読
者
は
正
副
戸
長
の
ほ

か
「
県
官
ヲ
始
メ
能
吏
・
学
区
取
締
・
其
他
各
学
校
教
員
等
」
の
範

疇
を
こ
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
『
開
化
新
聞
』
に
お
い

て
も
お
な
じ
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。
富
山
県
公

文
書
館
生
田
文
書
に
は
『
開
化
新
聞
』
第
一
号
・
第
五
号
が
、
石
川

県
立
歴
史
博
物
館
新
田
家
文
書
に
は
『
開
化
新
聞
』
第
一
号
が
遺
存

す
る
。
こ
の
と
き
の
生
田
家
は
副
戸
長
を
つ
と
め
て
い
た
家
で
あ
り
、

新
田
家
も
幕
末
か
ら
明
治
維
新
前
後
に
か
け
て
区
長
な
ど
の
役
務
に

就
い
て
い
る
家
で
あ
っ
た
一
。
前
節
で
検
証
し
た
『
石
川
新
聞
』
の

普
及
率
や
『
開
化
新
聞
』
の
発
行
部
数
と
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
に

左
右
パ
ラ
ル
ビ
の
文
章
に
よ
っ
て
つ
づ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
体
裁
と

が
、
こ
う
し
た
こ
と
の
明
証
と
な
ろ
う
。

　
藤
井
信
幸
「
三
等
郵
便
局
長
と
地
域
社
会
」
は
、
「
す
で
に
江
戸

時
代
い
お
い
て
も
豪
農
、
豪
商
と
呼
ば
れ
る
各
地
の
資
産
家
が
地
域

外
情
報
を
熱
心
に
蒐
集
し
、
地
域
内
で
の
情
報
共
有
化
に
努
め
て
」

い
て
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
幕
藩
体
制
の
支
配
機
構
の
下
層
な
い
し
末
端

に
位
置
す
る
豪
農
や
豪
商
の
情
報
活
動
の
役
割
が
、
明
治
時
代
に
な

っ
て
も
、
資
産
家
や
素
封
家
の
い
わ
ば
職
分
と
し
て
引
き
継
が
れ
た

よ
う
な
印
象
」
が
あ
る
と
い
う
一
。
『
開
化
新
開
』
『
石
川
新
聞
』
の
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購
読
は
、
こ
う
し
た
人
び
と
の

の
で
あ
る
。4

新
聞
享
受
の
場

「
情
報
活
動
」
に
支
え
ら
れ
て
い
た

【
所
付
】

【
開
業
】

〔
期
間
］

〔
出
典
】

第
一
二
区
金
沢
長
町

吉
本
次
郎
兵
衛

明
治
六
年
↓
月
六
日
～

『
開
化
新
聞
』
第
三
〇
号
、

明
治
六
年
一
月

　
既
述
の
よ
う
に
、
新
聞
を
行
政
文
書
と
し
て
み
て
み
る
な
ら
ば
、

豪
農
商
や
郵
便
取
扱
入
、
正
副
戸
長
と
い
っ
た
地
域
の
指
導
的
立
場

に
あ
る
人
び
と
が
媒
介
と
な
っ
て
い
た
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
自
発
的
に
情
報
を
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
職

分
」
と
し
て
収
集
・
開
示
・
解
説
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
し
、
正
副
戸
長
は
実
際
に
「
時
々
ノ
御
布
達
ノ
趣
了
解

セ
サ
ル
者
へ
説
示
」
（
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
本
節

で
は
、
こ
う
し
た
「
情
報
活
動
」
の
一
端
と
し
て
の
新
聞
解
話
会
や

新
聞
縦
覧
所
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
非
購
読
者
が
新
聞
と
接
触
可
能

で
あ
っ
た
場
の
存
在
や
傾
向
を
、
『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
と

の
関
わ
り
の
な
か
で
検
証
し
で
み
よ
う
と
思
う
。

　
ま
ず
は
現
在
ま
で
に
確
認
し
え
た
新
聞
縦
覧
所
を
掲
げ
て
み
る
が
、

時
系
列
に
沿
っ
て
な
ら
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
　
叢
書
堂

B
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
金
沢

【
開
業
】
石
川
県
出
版
会
社

【
出
典
】
『
東
京
日
日
新
聞
』
雑
報
、
明
治
九
年
七
月
九
日

門
備
考
】
「
○
出
版
会
社
あ
り
。
専
ら
小
学
用
の
書
籍
を
翻
刻
し
、

県
下
ハ
勿
論
、
京
坂
に
向
て
読
売
せ
り
。
其
出
版
ハ
輿
地
誌
略
・
小

学
読
本
を
最
と
す
。
労
ら
新
聞
縦
覧
所
を
置
く
と
錐
も
、
看
客
ハ
稀

れ
な
り
。
此
会
社
ハ
始
め
よ
り
私
立
な
り
。
然
る
に
管
長
に
石
川
県

出
版
会
社
と
掲
げ
、
…
…
」

C
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
金
沢
（
兼
六
園
内
）

【
開
業
】
吉
本
次
郎
兵
衛

【
期
間
】
明
治
＝
年
春
～
明
治
一

【
見
料
】
無
料

一
年
三
月
三
日

野15
」



【
取
扱
】
石
川
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
、
朝
野
新
聞
、
郵
便
報
知
新

聞
、
教
育
新
報
、
団
団
珍
聞
な
ど

【
出
典
】
『
石
川
新
聞
』
雑
録
、
明
治
一
一
年
四
月
六
日

D
　
三
有
社

【
所
付
】
越
前
福
井
春
山
中
町
五
番
地

【
開
業
】
益
田
正
ほ
か
二
名

【
期
間
】
明
治
↓
一
年
六
月
一
日
～

【
見
料
】
無
料

【
出
典
】
『
石
川
新
聞
』
雑
録
、
明
治
一
一
年
四
月
六
日

目
備
考
】
福
井
県
文
書
館
石
倉
家
文
書
「
広
告
（
新
聞
縦
覧
所
設
置

二
付
）
」
（
明
治
一
一
年
六
月
一
日
）
も
参
照

E【所
付
】

【
開
業
】

【
期
間
】

【
見
料
】

【
出
典
】 （

名
称
不
明
）

越
中
高
岡
木
舟
町

群
芳
堂
（
書
騨
）

明
治
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
～

要
加
入
金

『
石
川
新
聞
』
広
告
、
明
治
一
一
年
一

二
月
二
日

目
　
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
能
登
今
浜
村

【
開
業
】
末
盛
小
学
校

【
出
典
】
『
石
川
新
聞
』

寄
書
、
明
治
一
二
年
三
月
二
八
日

G
　
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
越
中
射
水
郡
伏
木
村

【
開
業
］
辻
久
左
衛
門
ほ
か
八
名

【
見
料
】
無
料

【
取
扱
】
各
社
の
新
聞
紙
・
雑
誌
お
よ
そ
十
種

【
出
典
】
宮
林
家
文
書
「
新
聞
縦
覧
場
設
置
願
」
（
明
治
一
二
年
四

月
一
四
日
）

H
　
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
金
沢
（
博
覧
会
場
内
）

【
開
業
】
吉
本
次
郎
兵
衛

【
出
典
】
『
石
川
新
聞
』
雑
報
、
明
治
一

－
　
有
実
社

【
所
付
】
能
登
能
見
郡
小
松
龍
助
町

二
年
六
丹
二
日
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【
開
業
】

【
期
間
】

【
見
料
】

〔
取
扱
】

種【
出
典
】

別
宮
又
四
郎
ほ
か
町
名

明
治
一
二
年
六
月
六
日
～

無
料
東
京
諸
新
聞
お
よ
び
大
坂
各
地
新
聞
諸
雑
誌
な
ど
数
十
余

『
石
川
新
聞
』
雑
報
、
明
治
一
二
年
六
月
一
〇
日

J
　
　
（
名
称
不
明
）

【
所
得
】
大
町
五
十
嵐
和
一
邸
内

【
開
業
】
魚
津
町
役
場

【
出
典
】
明
治
一
二
年
「
魚
津
町
戸
長
役
場
予
算
書
」
（
『
魚
津
町

史
』
、
新
興
出
版
社
、
　
｝
九
八
二
年
復
刻
、
五
〇
四
～
五
〇
七
頁
）

K
　
（
名
称
不
明
）

【
所
付
】
越
中
射
水
郡
新
湊
放
生
津
新
町

【
開
業
】
宮
林
彦
九
郎

【
期
間
】
明
治
一
三
年
一
月
～

【
見
料
】
無
料

【
取
扱
】
東
京
日
日
新
聞
、
朝
野
新
聞
、
大
坂
新
報
、
中
外
物
価
新

報
、
石
川
新
聞
、
工
業
新
報
、
東
京
商
法
会
議
所
要
件
録
、
団
団
珍

聞
、
東
京
経
済
雑
誌
、
交
詞
社
雑
報
、
勧
農
局
月
報
、
農
事
月
報
な

ど

【
出
典
】
宮
林
家
文
書
「
新
聞
縦
覧
所
開
設
の
義
に
付
置
」
（
明
治

一
三
年
一
月
一
二
日
）
ほ
か

　
吉
本
次
郎
兵
衛
が
開
設
に
関
わ
っ
た
縦
覧
所
は
、
A
・
C
・
H
の

三
つ
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
A
の
「
叢
書
堂
」
が
石
川
県
に
お
い
て
も

っ
と
も
は
や
く
開
設
さ
れ
た
新
聞
縦
覧
所
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
六

年
一
月
刊
『
開
化
新
聞
』
第
三
〇
号
に
よ
れ
ば
、
「
日
新
開
化
ヲ
勧

メ
ン
為
メ
、
和
漢
洋
ノ
書
籍
及
ヒ
日
誌
・
新
聞
等
悉
ク
蒐
集
シ
、
披

閲
ノ
便
宜
二
備
」
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
叢
書
堂
開
設
に

あ
た
っ
て
の
人
事
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
吉
本
と
お
な
じ
第
十

二
区
内
に
開
設
さ
れ
て
い
て
、
な
お
か
つ
『
開
化
新
聞
』
末
尾
の

「
商
売
等
広
告
之
事
／
…
…
／
一
　
新
発
覗
器
書
籍
聖
意
産
物
食
物

三
道
具
等
」
を
ふ
ま
え
た
と
思
し
い
「
新
発
明
ノ
器
械
井
二
動
植
物

ノ
培
養
法
等
心
付
附
ノ
方
々
ハ
、
此
堂
二
来
テ
伝
授
ア
ル
ヘ
シ
」
と

い
う
条
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
叢
書
堂
開
設
に
吉
本
が
関
わ
っ

て
い
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
叢
書
堂
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

　
E
の
群
芳
堂
は
、
越
中
高
岡
貴
船
町
に
店
を
か
ま
え
て
い
た
車
屋

レ
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平
次
郎
の
堂
号
。
鈴
木
俊
幸
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
東
京
・
大
阪
書
騨

の
刊
行
書
籍
の
売
捌
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
本
屋
で
あ
る
。
双
髪
小

史
「
新
聞
縦
覧
所
開
設
ノ
祝
詞
」
（
に
よ
れ
ば
、
新
聞
や
雑
誌
の
購

読
者
が
「
高
岡
六
千
戸
中
二
百
分
ノ
］
、
即
三
十
戸
二
過
」
ぎ
な
い

状
況
を
嘆
き
、
衆
庶
の
「
知
識
ヲ
拡
充
」
せ
ん
た
め
に
「
数
十
種
ノ

新
聞
雑
誌
ヲ
看
客
二
供
」
し
た
の
だ
と
い
う
。
「
看
客
ノ
二
二
」
す

な
わ
ち
見
料
だ
け
で
は
縦
覧
所
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
能
わ
ず
、

「
看
客
中
、
壷
皿
有
志
ノ
モ
ノ
月
加
入
金
」
も
徴
収
す
る
こ
と
で
、

縦
覧
所
を
経
営
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
1
の
有
実
社
は
別
宮
又
四
郎
ほ
か
四
名
の
開
設
に
な
る
も
の
だ
が
、

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
『
石
川
新
聞
』
売
捌
の
ひ
と
り
で

も
あ
っ
た
。
「
東
京
諸
新
聞
井
に
大
坂
各
地
新
聞
諸
雑
誌
等
数
十
余

　
　
翻

種
」
〔
と
い
う
品
揃
え
は
、
別
宮
が
取
り
扱
っ
て
い
た
新
聞
や
雑
誌

で
あ
ろ
う
。
別
宮
が
『
石
川
新
聞
』
売
捌
に
名
を
つ
ら
ね
は
じ
め
た

明
治
一
二
年
七
月
を
、
藤
田
直
次
「
寺
子
屋
別
宮
又
四
郎
先
生
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

九
十
年
前
の
碑
に
み
た
教
育
の
真
実
1
」
〔
に
徴
し
て
み
れ
ば
、

別
宮
又
四
郎
三
七
歳
、
小
松
で
教
育
に
従
事
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。

生
家
は
雑
穀
商
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、
「
自
ら
図
書
出
版
の
道
を

開
拓
し
、
進
ん
で
書
籍
販
売
の
業
を
興
し
、
寺
子
た
ち
の
父
母
兄
弟

は
も
と
よ
り
、
広
く
一
般
郷
人
の
学
問
志
向
へ
の
啓
蒙
を
は
か
ら
れ

た
優
れ
た
地
域
社
会
の
指
導
者
で
あ
っ
た
」
。
つ
ま
り
、
「
地
域
社

会
の
指
導
者
」
と
い
う
立
場
か
ら
「
啓
蒙
」
の
一
環
と
し
て
、
有
実

社
な
る
新
聞
縦
覧
所
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
素
性
は
不
明
で
あ
る

が
、
有
界
社
の
共
同
開
設
者
た
ち
も
豪
農
商
と
い
っ
た
名
望
家
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
D
の
領
有
社
は
、
「
益
田
正
」
な
る
人
物
が
「
同
志
両
三
輩
ト

謀
」
　
っ
て
開
設
し
た
も
の
だ
が
、
彼
ら
の
素
性
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
縦
覧
所
の
開
場
式
で
「
福
井
支
庁
長
徳
山
二
等
警
部
は
じ

め
県
官
七
名
」
（
が
臨
席
し
祝
辞
を
朗
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
別
宮
又
四
郎
の
よ
う
な
地
域
の
名
望
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

か
ろ
う
。

　
K
の
新
聞
縦
覧
所
の
開
設
者
で
あ
る
宮
林
彦
九
郎
も
こ
う
し
た
地

域
名
望
家
の
ひ
と
り
。
屋
号
を
綿
屋
と
い
っ
た
宮
林
家
は
富
山
湾
一

帯
の
漁
場
に
君
臨
し
た
越
中
放
生
津
の
海
商
で
、
加
賀
の
銭
屋
五
兵

衛
に
匹
敵
す
る
豪
商
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
一
。
宮
林
信
九

郎
の
縦
覧
所
は
、
「
文
学
ヲ
以
テ
智
力
ヲ
培
養
シ
、
各
自
業
的
ノ
福

祉
ヲ
殖
セ
ン
」
た
め
に
は
「
新
聞
編
雑
誌
二
塁
ク
モ
ノ
ナ
シ
」
と
い

う
考
え
の
も
と
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
一
。
明
治
一
三
年
一

月
三
〇
日
の
開
設
式
に
は
六
六
名
が
出
席
し
た
が
（
、
戸
長
（
桃
井

茂
平
・
堀
江
又
二
郎
・
吉
野
文
五
郎
・
泉
田
又
五
郎
・
高
松
権
四
郎
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・
菅
谷
清
平
）
、
船
主
惣
代
（
南
島
久
七
・
中
瀬
七
造
・
稲
垣
伊
右

衛
門
・
朽
木
清
平
・
金
木
喜
三
）
、
学
校
教
員
（
鼎
護
城
・
柴
松
太

郎
）
ら
が
臨
席
し
て
い
る
，
。
素
性
不
明
の
者
が
多
い
け
れ
ど
、
有

心
社
や
三
指
社
と
お
な
じ
よ
う
に
、
地
域
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た

豪
商
が
私
費
を
投
じ
て
設
立
し
た
縦
覧
所
で
あ
っ
た
。
取
扱
紙
は
先

ほ
ど
掲
げ
た
と
お
り
だ
が
（
、
『
中
外
物
価
新
報
』
『
工
業
新
報
』

『
東
京
商
法
会
議
所
要
件
録
』
『
勧
農
局
月
報
』
『
農
事
月
報
』
な

ど
は
、
ま
さ
に
地
域
農
工
商
業
の
開
化
発
展
を
目
的
と
し
た
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
縦
覧
所
と
は
別
に
、
宮
林
は
じ
ぶ
ん
で
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

聞
も
発
刊
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
（
、
い
ま
の
と
こ

ろ
、
こ
の
新
聞
の
紙
名
・
所
在
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

　
J
の
縦
覧
所
は
魚
津
町
役
場
の
発
起
に
な
る
も
の
だ
が
、
明
治
一

二
年
目
魚
津
町
戸
長
役
場
予
算
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
役
場
内
ノ
狭
キ

ニ
、
外
見
込
便
宜
ノ
箇
所
モ
之
ナ
ク
故
、
仮
二
大
町
五
十
嵐
和
一
宅

ノ
内
借
入
レ
、
之
ヲ
設
」
け
る
こ
と
に
し
た
の
だ
と
い
う
〔
。
五
十

嵐
和
一
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
縦
覧
所
を
設
置
し
う
る
く
ら
い

の
余
裕
を
も
っ
た
邸
宅
で
、
な
お
か
つ
役
場
と
も
近
し
い
関
係
に
あ

っ
た
人
物
だ
か
ら
こ
そ
の
措
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
先

ほ
ど
と
お
な
じ
よ
う
に
、
豪
農
商
な
ど
地
域
の
名
望
家
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
新
聞
縦
覧
所
設
立
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
の

が
書
騨
や
学
校
、
名
望
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
き
わ
め
て
合

理
的
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
彼
ら
は
商
売
柄
あ
る
い
は
立
場
上
、
情

報
の
収
集
を
日
常
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
は
情
報
網
を
み

ず
か
ら
所
持
し
て
い
る
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
地
域
に
お
い
て

は
情
報
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
セ
ン
タ

ー
の
ご
と
き
新
聞
縦
覧
所
を
設
置
す
る
だ
け
の
場
所
と
財
力
を
有
し

た
者
た
ち
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
縦
覧
所
の
実
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
F
の
末
盛
小
学
校
で
は
校
内
に
新
聞
や
教
育
雑

誌
の
縦
覧
所
を
設
置
し
た
が
、
「
往
テ
覧
ル
モ
ノ
一
人
モ
」
（
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
D
の
三
宿
社
も
、
「
毎
日
新
聞
ヲ
縦
覧
ス
ル
モ
ノ

ハ
亡
慮
数
十
人
。
是
ト
テ
モ
皆
同
シ
人
ニ
テ
、
毎
日
百
代
ラ
サ
ル
」

（
状
況
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
右
以
外
に
も
縦
覧
所
は
開
設
さ
れ
て

い
た
は
ず
だ
が
、
ほ
か
の
縦
覧
所
で
も
お
な
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
す
る
と
早
々
に
立
ち
消
え
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
本
音
／
建
前
の
別
は
と
も
か
く
、
設
立
趣
意
書
を
読
む
か
ぎ
り
に

お
い
て
、
彼
ら
の
縦
覧
所
は
地
域
全
般
を
射
程
圏
内
と
し
て
い
た
。

け
れ
ど
も
問
題
な
の
は
、
彼
ら
の
用
意
し
た
『
東
京
日
日
新
聞
』
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『
朝
野
新
聞
』
や
『
石
川
新
聞
』
な
ど
が
、
人
び
と
の
、
そ
う
し
た

新
聞
を
必
要
と
し
て
読
み
・
考
え
・
日
常
に
反
映
さ
せ
る
だ
け
の
リ

テ
ラ
シ
ー
や
生
活
状
況
と
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
の
つ
く
っ
た
縦
覧
所
は
、
彼
ら
の
交
遊
圏
を
こ

え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
縦
覧
所
の
存
在

意
義
も
薄
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
短
命
に
終
わ
る
の
も
う
な
ず
け

よ
う
。
こ
こ
に
、
民
権
結
社
や
学
術
結
社
が
設
立
し
た
新
聞
縦
覧
所

と
の
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
新
聞
に
た
い
す
る
自
発
的
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
、
こ
の
ば
あ
い
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
新
聞
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
官
費
に
よ
っ
て

高
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
新
聞
解
話
会
で
あ
る
。
新
聞
史

研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
五
年
一
〇
月
、
山
梨
県
『
峡
中
新
聞
』
に

載
っ
た
「
新
聞
解
話
会
」
が
よ
く
ひ
き
あ
い
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
石

川
県
に
お
け
る
お
な
じ
よ
う
な
事
例
と
し
て
、
明
治
五
年
一
一
月
布

達
の
解
儀
条
例
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
区
学
校
二
於
テ
御
布

告
物
等
銘
々
了
解
シ
易
キ
四
二
説
示
候
条
、
…
…
日
暮
ヨ
リ
営
業
ノ

余
暇
ヲ
長
男
女
共
出
席
聴
聞
」
し
、
「
御
布
令
ノ
旨
趣
ハ
勿
論
、
内

外
ノ
新
聞
都
テ
勧
善
懲
悪
人
民
有
益
ノ
事
ヲ
説
」
く
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
一
。
そ
の
ば
あ
い
、
「
正
副
戸
長
・
区
学
校
幹
事
等
」
の
出

席
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
出
席
者
へ
の
解
儀
は
「
区
学
校
教
師
」
が
っ

と
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
購
読
紙
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

『
東
京
日
日
新
聞
』
『
郵
便
報
知
新
聞
』
な
ど
と
と
も
に
『
開
化
新

聞
』
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
『
石
川
新
聞
』
に

改
称
し
て
か
ら
も
同
断
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
ほ
か
の
例
と
し
て

明
治
五
年
正
月
、
金
沢
区
内
の
有
志
の
以
た
ち
が
金
沢
県
庁
に
武
学

義
塾
創
設
願
を
提
出
す
る
が
、
そ
の
規
則
に
「
漢
学
者
四
書
素
読
よ

り
『
国
史
略
』
『
十
八
史
略
』
等
、
其
他
訳
書
・
日
誌
・
新
聞
を
も

回
し
め
、
早
く
時
情
を
得
、
開
化
に
趣
か
し
む
を
要
す
」
（
の
一
条

が
あ
る
。
ま
た
学
校
で
は
新
聞
日
読
会
が
開
設
さ
れ
て
い
て
、
「
中

学
校
に
お
み
て
…
…
毎
日
第
九
字
よ
り
四
字
迄
相
立
候
新
聞
日
読

会
」
で
は
「
頃
日
諸
方
の
新
聞
・
新
書
籍
」
を
取
り
寄
せ
て
い
た
と

い
う
鯉

　
こ
う
し
た
馬
脚
所
へ
の
、
人
び
と
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
石
川
県
第
九
区
の
ば
あ
い
、
「
御
布
告
解
摂
取
設
二
相
成
ト

錐
、
兎
角
櫛
笥
ノ
旧
習
脱
シ
難
ク
、
甚
タ
シ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
今
日
一

身
ノ
進
退
ヲ
モ
弁
知
セ
サ
ル
輩
モ
有
之
」
（
と
い
う
状
況
で
、
上
記

に
み
ら
れ
る
区
長
の
嘆
き
は
解
話
会
へ
の
出
席
率
が
き
わ
め
て
低
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ほ
か
に
た
と
え
ば
、
佐
渡
の
相
川
に
お

け
る
「
新
聞
授
読
会
」
の
事
例
。
明
治
八
年
三
月
二
四
日
付
『
朝
野

新
聞
』
寄
書
に
よ
れ
ば
、
「
其
当
座
は
夜
毎
に
三
十
人
程
も
無
席
料

↑
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に
て
聴
聞
」
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
次
第
に
足
が
遠
の
い
て

い
き
、
つ
い
に
は
「
一
文
い
ら
ず
聞
人
さ
へ
な
き
程
」
に
な
っ
て
い

っ
た
と
い
う
。

　
前
節
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
新
聞
の
購
読
者
は
正
副
戸
長
の
ほ
か

「
県
官
ヲ
始
メ
区
吏
・
学
区
取
締
・
其
他
各
学
校
教
員
」
な
ど
地
域

の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
び
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
縦

覧
所
や
解
話
会
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
を
示
し
て
い
た
。
新
聞
購

読
勧
奨
の
達
に
よ
っ
て
部
数
が
一
〇
〇
〇
部
を
超
え
た
と
い
っ
て
も
、

新
聞
が
衆
庶
一
般
に
ひ
ろ
く
浸
透
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
情

報
と
い
っ
て
も
新
聞
だ
け
で
な
く
、
見
聞
や
体
験
を
と
お
し
て
も
入

手
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
生
業
に
関
す
る
情
報
も
、
同
業
者

と
の
交
流
の
な
か
で
入
手
し
え
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
情
報
環
境
に

身
を
置
い
て
い
た
人
び
と
の
新
聞
に
た
い
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
経
済
的

事
情
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
き
わ
め
て
低
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

上
意
下
達
の
情
報
伝
達
機
構
の
な
か
に
あ
っ
て
、
縦
覧
所
も
解
話
会

も
「
上
」
の
思
惑
と
「
下
」
の
現
実
と
の
齪
酷
の
う
え
に
成
り
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

5
結
語

　
明
治
六
年
二
月
、

れ
た
（
。

秋
田
県
で
「
新
聞
誌
社
開
設
ノ
告
諭
」
が
だ
さ

…
…
見
聞
を
博
く
し
、
事
情
を
明
ら
か
に
し
、
人
間
の
急
務
を

弁
ず
る
に
は
新
聞
誌
を
読
に
如
く
も
の
な
か
る
べ
し
。
県
下
に

於
て
も
活
版
社
を
設
、
東
京
・
横
浜
社
中
に
出
版
す
る
所
の
新

聞
誌
、
或
は
公
文
日
誌
、
且
当
県
議
立
の
布
達
、
学
外
出
版
し

て
管
内
に
広
く
売
弘
め
な
ば
、
人
民
日
を
追
て
開
化
進
歩
す
る

の
み
な
ら
ず
、
…
…

　
こ
の
翌
月
に
『
羽
後
新
聞
』
の
発
免
願
が
県
庁
に
提
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
だ
が
（
、
活
版
所
を
設
け
、
新
聞
の
み
な
ら
ず
一
切
の

布
達
類
の
印
刷
・
出
版
を
ま
か
な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
本

論
で
検
証
し
た
新
聞
の
あ
り
方
と
お
な
じ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
石

川
県
の
ば
あ
い
、
『
開
化
新
聞
』
創
刊
を
め
ぐ
る
公
文
書
が
遺
っ
て
‘

い
な
い
た
め
に
く
わ
し
い
事
情
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
吉

本
治
郎
兵
衛
が
明
治
六
年
に
活
版
印
刷
器
…
機
一
式
を
購
入
し
て
石
川

卜1
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県
の
「
御
薄
活
版
御
用
達
仰
付
、
管
内
御
布
達
及
ヒ
日
誌
等
」
（
の

印
刷
・
出
版
を
請
け
お
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る

と
、
お
そ
ら
く
は
秋
田
県
と
お
な
じ
よ
う
に
県
主
導
で
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
県
主
導
と
い
っ
て
も

『
開
化
新
聞
』
は
急
椿
え
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
四
年
一
二
月
に

刊
行
さ
れ
た
第
一
号
と
第
一
号
附
録
の
内
容
は
、
布
告
以
外
は
す
べ

て
他
紙
の
抜
き
書
き
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
【
表
3
】
「
記

事
出
典
↓
覧
．
」
を
参
照
ね
が
い
た
い
〔
。
も
っ
と
も
、
吉
本
文
書

「
〔
吉
本
次
郎
兵
衛
履
歴
〕
」
〔
に
は
県
主
導
を
思
わ
せ
る
文
言
は
み

あ
た
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
み
ず
が
ら
す
す
ん
で
上
意
下
達
の
建
白
を

お
こ
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
吉
本
の
履
歴
ゆ
え
の
記
述
と

考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
該
当
箇
所
を
次
に
掲
げ
て
お

こ
う
。

明
治
四
年
冬
、
松
田
氏
ト
計
新
聞
紙
発
行
ヲ
出
願
シ
、
則
十
二

月
々
中
二
許
可
ア
リ
テ
開
化
新
聞
第
一
号
月
末
二
発
免
ス
。
…

…
其
翌
明
治
五
年
、
藩
庁
へ
上
意
下
達
ノ
建
白
シ
御
採
用
被
通

有
、
従
来
御
家
流
ノ
筆
者
ニ
テ
記
載
候
成
シ
処
、
今
後
活
字
版

ヲ
以
テ
御
達
ヲ
印
刷
ス
。

　
ま
た
活
版
印
刷
器
機
購
入
前
に
使
用
意
図
不
明
の
木
活
字
を
購
入

し
て
い
る
な
ど
、
県
の
行
動
と
考
え
る
に
は
ど
う
も
ち
ぐ
は
ぐ
な
面

も
あ
っ
て
、
県
主
導
と
い
い
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
若
干
の
た
め
ら

い
は
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
布
達
日
誌
と
い
っ
た
公
文

書
の
流
通
・
享
受
の
あ
り
方
と
新
聞
の
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
状

況
を
示
し
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
印
刷
御
用
に
よ
っ
て
製
作
・
出

版
さ
れ
る
と
い
う
詩
書
体
制
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　
各
府
県
の
開
化
政
策
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
新
聞
は
、
お
そ
ら
く

は
い
ず
れ
も
お
な
じ
よ
う
な
状
況
を
示
し
て
い
よ
う
か
と
思
う
。
け

れ
ど
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
多
少
の
差
も
あ
る
は
ず
で

あ
っ
て
、
そ
う
し
た
差
異
に
こ
そ
各
地
域
の
特
徴
と
よ
ぶ
べ
き
も
の

が
あ
る
。
ま
た
本
論
で
検
証
し
た
新
聞
の
あ
り
方
は
、
石
川
県
に
よ

る
「
保
護
力
」
の
恩
恵
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
う
し
た
「
保
護
力
」
の
圏
外
に
あ
っ
た
新
聞
、
た
と
え

ば
民
権
派
新
聞
の
製
産
・
流
通
・
享
受
の
あ
り
方
は
、
ま
た
違
っ
た

状
況
を
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
一
次
史
料
と
い
う
の
は
確
か
な
史
料
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
遺
存
が

き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
本
稿
は
吉
本
文
庫
に
遺
存
し
て
い
た
原
文
書

を
用
い
て
検
証
し
た
が
、
た
と
え
ば
配
達
や
仕
入
の
帳
簿
な
ど
は
遺

卜16
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覧
一
号

辮曄縮読
俵
一

典
出容内事

記　言
題
聞新

化
開「言題

　明
不典
出（　略節

意
大諭告民

人下
府都京「達布

　
達号3

9

第省
蔵大

鳳畑瀞湖
達き

つに議の札
入
所地酒

布
　
白白o

o

　第
勘
蔵
大へ
月
1
1年幽鳴

（
達の
転
移
所
張
出県子達布

脚融融
汰西湘餌

達の置設
膏土

の宙
吊令藤壷

に
内省

達布 　
達号0

6獅礪汰朋欝南
夷
の
幸
行
賀
須横達布 　

達
県
蒔田

鳳鯛概論
種四達

通
務事
き
つに置設

小
親達

布
　
庁
県
沢金へ

月
1
2
年幽晩

（
示告空参

ロ令権浅尾
七宣告 明

玉報告社会道鉄
　

号
第ロ白
月
新
1
0

学
年
京
極

『
ヤ
ヤ
！

調二道鉄の間阪大
賀
敦
　
聞
新都京「

事記
田
1
0
年蝕脚韻

1
8

第

訓縮
聞
新
『

月
1
0

年

創瞭
。
臥
1
8
第胡

　
ヨ
ロ

雑
聞
新
『置

去事
記 事
記 　

明不典
出（

月
1
2
年創瞭

。
凧

遣直
聞新

日
毎
兵餓
日
膵
1
0

話
初
．

龍骨是ア
事
記 自
室

斡
山祝のめ

た
の行修学洋

　内
下
聞新

語
憂

事
記

　
告広の尾爵号

各

測

き
ロ

雑
聞
新
σ　事之広等売商「

告
単

価
定聞新

化
開「告社

告予転
移
びよお

鳳
　
依
知
報
談
義説珍

告社

妬臼
イタ

事
記
は
内

り※

台付号一

州　聞
新化
開『

預
出

近
勢
胆
号
1
1
第
剛
噺
明
亭
亭
戴

碑
鵬
訂
蘇
脹
脚
欄
轡

ガ
伽
留
難
早
早
鰭
棘

「

緯
騰

容
内
事
記

本
　
蹴
回
る
の
生
す
屋
。
常
用
白
白
鞭
燃
鵬
灘
難

一
喚
呼
軍
陣
く
多
。
灘
轟
綴
、
醐
階

う
貨
払
白
白
の
ヘ
ン
ン
ラ
。
諺
糊
置
ン
に
懸

相
十
手
驕
翻
叶
画

事
記

事
記

事
記

事
記

事
記

事
記

霊
堂

場
相

㍗1
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っ
て
お
ら
ず
、
購
読
者
の
全
体
像
ま
で
分
析
す
る
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
本
稿
で
援
用
し
た
『
書
抜
新
聞
史
料
』
『
秋
田
聚
珍
社
関
係

書
類
』
な
ど
を
こ
う
し
た
視
角
か
ら
分
析
・
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
、

史
料
の
博
捜
も
ふ
く
め
て
今
後
の
課
題
と
約
し
て
お
き
た
い
。

　
本
稿
は
そ
の
た
め
の
比
較
対
象
と
し
て
、
石
川
県
の
事
例
を
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

ω
『
中
央
大
学
国
文
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
刊
行
予
定
。

②
吉
本
文
庫
に
は
、
吉
本
次
郎
兵
衛
や
息
子
壮
太
郎
の
所
蔵
書
籍

　
類
、
お
よ
び
『
開
化
新
聞
』
『
石
川
新
聞
』
な
ど
に
関
す
る
文
書

　
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
石
川
県
社
会
教
育
会
館
だ
よ
り
』
第

　
五
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
庫
め
ぐ
り
・
吉
本
文
庫
」
に
紹
介
あ

　
り
。

㈲
『
開
化
新
聞
』
の
原
紙
は
第
一
八
号
ま
で
し
か
遺
存
せ
ず
、
第
一

　
九
号
以
下
に
は
複
製
版
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
開
化
新
聞
』

　
『
石
川
新
聞
』
原
紙
の
遺
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
注
ω
論
文

　
を
参
照
ね
が
い
た
い
。

④
『
開
化
新
聞
』
の
定
価
が
藩
札
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
明
治
五
年

　
九
月
刊
の
第
二
三
号
ま
で
で
、
第
二
四
号
（
明
治
五
年
九
月
刊
）

　
か
ら
は
新
貨
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
第
二
三
号
に
「
元
金
沢

　
大
聖
寺
両
藩
銭
札
の
蕃
書
交
互
通
用
不
相
成
候
処
」
云
々
の
雑
報

　
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

㈲
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
書
抜
新
聞
史
料
』
、
爵
号
九
ウ
。

　
『
書
抜
新
聞
』
は
明
治
六
年
一
二
月
に
創
刊
さ
れ
、
各
月
三
回
か

　
ら
五
回
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。

⑥
『
開
化
新
聞
』
第
三
〇
号
、
明
治
六
年
一
月
。

ω
村
松
秀
茂
（
文
の
屋
）
「
隔
世
の
感
」
、
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
、
明

　
治
四
五
年
四
月
二
日
。

⑧
『
経
済
研
究
所
年
報
』
第
一
五
号
、
金
沢
経
済
大
学
経
済
研
究
所
、

　
一
九
九
五
年
三
月
。

㊥
各
年
報
に
は
前
年
比
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
一
回
年
報
よ

　
り
明
治
七
年
七
月
か
ら
明
治
八
年
六
月
ま
で
の
発
行
部
数
も
知
り

　
う
る
。
な
お
森
山
論
文
は
、
明
治
六
年
時
の
『
石
川
新
聞
』
発
行

　
部
数
に
つ
い
て
「
九
，
九
〇
〇
」
と
い
う
数
値
を
挙
げ
て
い
る
が
、

　
こ
の
数
値
の
出
典
が
不
明
な
た
め
に
本
稿
で
は
採
り
あ
げ
て
い
な

　
い
。

ゆ
『
石
川
県
史
』
第
四
巻
、
石
川
県
、
一
九
七
四
年
復
刻
、
　
一
三
二

（　
二
頁
。

m
新
聞
購
読
勧
奨
達
が
『
石
川
新
聞
』
の
内
部
編
成
に
あ
た
え
た

（　
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
注
（
1
）
論
文
を
参
照
ね
が
い
た
い
。

ω
『
北
國
新
聞
』
、
大
正
二
年
一
月
二
日
。

…
吉
本
文
書
「
〔
石
川
新
聞
購
読
の
勧
奨
（
甲
）
〕
」
．
石
川
・
三
郎
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の
返
答
「
〔
石
川
新
聞
購
読
の
勧
奨
（
乙
）
〕
」
（
吉
本
文
書
、
明

　
治
一
〇
年
一
〇
月
六
日
）
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

幽
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
石
川
県
蔵
版
、
明
治
一
〇
年

（　
一
一
月
御
届
。

凶
明
治
一
〇
年
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
を
対
象
と
し
た
『
図
書

（　
局
部
三
回
年
報
』
（
内
務
卿
第
三
回
年
報
附
録
）
掲
載
の
「
各
地

　
買
受
新
聞
員
数
及
人
口
比
例
表
」
に
よ
れ
ば
、
加
越
能
を
あ
わ
せ

　
た
人
口
は
＝
二
四
五
八
八
七
人
。
『
石
川
新
聞
』
の
普
及
率
は
、

　
単
純
計
算
で
○
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
参
考
ま
で
に
、
普

　
及
率
を
は
か
る
指
標
の
ひ
と
つ
「
新
聞
一
部
あ
た
り
の
人
口
」
は
、

　
＝
一
三
三
．
五
人
で
あ
る
。

同
『
遽
遽
新
聞
』
は
明
治
七
年
二
月
二
日
創
刊
。
明
治
一
一
年
九
月

（　
四
日
に
『
秋
田
遽
通
新
聞
』
と
改
称
す
る
。

切
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
秋
田
県
関
係
書
類
』
所
収
。

鱗
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
類
聚
新
罐
読
勧
誘
願
・
、
明
治

　
八
年
五
月
＝
二
日
。

ゆ
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
全
国
新
聞
紙
発
動
人
名
表
』
。
当

（　
該
史
料
の
柱
刻
に
「
第
二
百
三
号
」
と
あ
る
。

鋤
『
法
規
分
類
大
全
』
第
六
一
巻
・
運
輸
門
（
3
）
、
内
閣
記
録
局

（　
編
・
原
書
房
発
行
、
一
九
八
○
年
復
刻
、
四
六
三
～
四
六
四
頁
。

⑳
郵
政
省
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館
所
蔵
、
『
郵
便
新
式
御
用
留

（　
追
加
綴
込
分
』
（
明
治
五
年
十
月
ヨ
リ
）
。
引
用
は
、
郵
政
省
郵

　
政
研
究
所
附
属
資
料
館
研
究
調
査
報
告
5
『
郵
便
創
業
時
の
記
録

　
　
袋
井
郵
便
御
用
取
扱
所
史
料
（
そ
の
2
）
』
（
一
九
九
三
年
、

　
一
一
五
頁
）
に
よ
っ
た
。

ω
同
規
則
は
、
『
法
規
分
類
大
全
』
第
六
暮
三
八
八
～
一
二
八

　
九
頁
）
参
照
。

ω
明
治
五
年
六
旦
六
日
付
展
浜
毎
日
新
聞
』
広
告
に
よ
れ
ば
、

　
明
治
五
年
六
月
の
段
階
で
「
管
下
の
郷
村
一
千
有
余
軒
へ
日
々
配

　
評
す
る
の
紙
数
共
総
計
二
千
有
余
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑳
当
該
史
料
に
は
五
月
分
の
数
値
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、

　
明
治
七
年
一
〇
月
五
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
と

　
こ
ろ
の
「
明
治
七
歳
自
一
月
至
六
月
新
聞
紙
冊
逓
送
通
計
表
」
を

　
も
と
に
数
値
を
補
っ
た
。

鋤
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
「
組
合
惣
代
事
務
」
、
明
治
六
年

（　
四
月
。
引
用
は
『
金
沢
市
史
』
資
料
編
1
1
・
近
代
一
（
金
沢
市

　
史
編
さ
ん
委
員
会
編
・
金
沢
市
発
行
、
一
九
九
九
年
、
五
九
頁
）

　
に
よ
る
。

鮒
『
石
川
県
日
誌
』
第
一
六
号
、
明
治
七
年
、
一
～
六
頁
。

㎝
・
魚
津
市
史
・
史
料
編
魚
津
市
言
意
委
臭
耳
編
・
魚
津
市
役

　
所
発
行
、
　
一
九
八
二
年
、
二
一
〇
頁
。

Q
幻w
秋
田
県
史
』
第
五
巻
（
秋
田
県
一
九
六
四
年
）
に
掲
載
さ
れ

　
る
と
こ
ろ
の
久
保
田
郵
便
局
詰
青
柳
為
治
上
申
書
（
明
治
九
年
前

　
月
）
に
、
郵
便
取
扱
役
は
そ
の
駅
内
の
豪
農
商
や
肝
煎
な
ど
が
任
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に
つ
い
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
四
一
三
頁
）
。

甥
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
栃
木
県
関
係
書
類
』
所
収
。

㎝
明
治
五
年
三
月
郵
叢
扱
人
薯
二
『
栃
木
県
史
』
史
料
編

　
・
近
現
代
七
、
栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
・
栃
木
県
発
行
、
一

　
九
七
八
年
、
九
二
四
～
九
二
五
頁
）
、
お
よ
び
明
治
五
年
四
月

　
、
「
陸
運
会
社
設
立
二
付
議
定
書
」
（
同
書
、
八
九
七
～
八
九
九

　
頁
）
を
参
照
。

鋤
一
九
九
六
～
一
九
九
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（　
C
2
）
研
究
成
果
報
告
書
、
　
一
九
九
九
年
。

鋤
『
石
川
新
聞
』
雑
報
、
明
治
一
一
年
一
二
月
二
二
日
。

剛
応
需
今
浜
村
讐
末
禁
学
校
近
況
ヲ
報
ス
／
末
盛
小
学
校
上

　
等
八
級
生
　
岡
野
嘉
之
吉
」
、
『
石
川
新
聞
』
寄
書
、
明
治
一
二

　
年
三
月
二
八
日
。

翻
顯
舗
諦
鱗
器
纏
紛
胴
評

言
＋
村
営
田
家
文
書
録
』
、
荒
県
立
歴
史
博
超
一
九
九

　
一
年
。

初
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
一
七
号
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編
・
ゆ

（　
ま
に
書
房
発
行
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
五
五
頁
。

謝
前
掲
注
⑳
「
組
合
無
代
事
務
」
。

響
石
川
醗
雑
報
明
治
＝
年
三
月
二
男

㈹
『
石
川
新
聞
』
雑
報
、
明
治
一
二
年
六
月
一
〇
日
。

如
『
研
究
紀
要
』
第
二
六
集
、
小
松
市
立
博
物
館
、
　
一
九
八
九
年
三

一
月
・

切
『
石
川
新
聞
』
雑
録
、
明
治
一
一
年
四
月
六
日
。
原
漢
文
。

叙
　
『
石
川
新
聞
』
雑
報
、
明
治
一
一
年
六
月
一
一
日
。

期
幽
「
宮
林
家
文
書
目
録
解
題
」
、
『
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
古
文
書
目

　
録
（
一
）
　
宮
林
家
文
書
目
録
』
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
　
一

　
九
九
三
年
。

㈲
宮
林
家
文
書
「
新
聞
縦
覧
所
開
設
趣
意
に
付
返
書
」
、
明
治
一

（　
三
年
一
月
一
二
日
。

輸
宮
林
家
文
書
「
新
聞
縦
覧
所
開
設
式
参
加
者
名
簿
」
、
明
治
］

（　
三
年
一
月
三
〇
日
。

働
宮
林
家
文
書
平
面
縦
覧
所
開
設
の
義
に
付
願
L
（
明
治
一
三

　
年
一
月
一
二
日
）
、
金
木
文
書
「
船
方
同
盟
結
社
ノ
義
二
付
願
」

　
（
明
治
八
年
五
月
一
二
日
、
新
湊
市
教
育
委
員
会
保
管
、
『
富
山

　
県
史
』
史
料
編
W
・
近
代
上
〈
富
山
県
、
一
九
七
八
年
、
九
一
］
二

　
～
九
三
五
頁
〉
）
、
『
富
山
県
史
』
通
史
編
W
・
近
代
上
（
富
山
県
、

　
一
九
七
八
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
な
お
彼
ら
の
う
ち
、
吉

　
野
文
五
郎
（
第
十
五
区
区
射
水
郡
新
湊
町
元
放
生
津
戸
長
）
・
鼎

　
護
城
（
拡
充
小
学
校
教
員
）
　
・
柴
松
太
郎
（
勤
務
校
不
明
）
は
祝

　
辞
を
読
ん
で
い
る
。
宮
林
家
文
書
「
新
聞
縦
覧
所
開
局
祝
辞
」

　
（
柴
松
太
郎
、
明
治
二
二
年
一
月
頃
〇
日
）
、
「
新
聞
縦
覧
所
開

　
式
祝
詞
」
（
吉
野
文
五
郎
、
同
年
同
月
同
日
）
、
「
新
聞
紙
縦
覧
開
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場
式
祝
詞
」
（
鼎
護
城
、
同
年
同
月
同
日
）
参
照
。

網
宮
禁
文
書
薪
聞
管
録
し
、
明
治
一
三
年

4
9{
林
家
文
書
「
新
聞
紙
無
税
予
算
内
訳
表
」
、
明
治
一
三
年
置

繊
明
治
三
年
「
魚
津
町
戸
長
役
場
予
讐
」
、
『
魚
誹
史
』
、

　
五
〇
四
～
五
〇
七
頁
。
こ
の
縦
覧
所
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
「
戸

　
長
役
場
共
同
費
」
の
内
訳
の
う
ち
、
「
金
拾
六
円
拾
六
銭
　
東
京

　
・
石
川
両
新
聞
誌
雑
費
」
の
但
し
書
き
に
み
ら
れ
る
。

畑
前
掲
幽
『
石
川
新
聞
』
毒

醜
『
石
川
新
聞
』
寄
書
、
明
治
一
一
年
六
月
一
五
日
、
福
井
推
挙
山

　
墨
黒
。

鋤
『
開
化
新
聞
』
第
二
六
号
、
明
治
五
年
一
↓
月
。

妖
　
『
開
化
新
聞
』
第
五
号
、
明
治
五
年
二
月
。

洛5
5
w
開
化
新
聞
』
第
九
号
、
明
治
五
年
三
月
。

轡
市
中
平
生
心
得
新
聞
へ
記
載
願
L
（
明
治
七
年
五
月
）
、
明
治

　
七
年
『
石
川
県
日
誌
』
第
一
六
号
、
一
頁
。

勃
『
管
内
布
達
留
』
、
明
治
六
年
二
月
第
七
四
番
。
引
用
は
『
秋
田

（　
県
史
』
資
料
・
明
治
編
下
（
秋
田
県
、
　
一
九
六
一
年
、
　
一
〇
八
四

　
頁
）
に
よ
る
。

謝
『
官
省
指
令
原
書
留
』
、
明
治
六
年
三
月
二
四
日
。
翻
刻
文
は
、

（　
前
掲
『
秋
田
県
史
』
（
一
〇
八
四
～
一
〇
八
五
頁
）
参
照
。

鋤
吉
本
文
書
「
活
版
刷
立
場
所
之
儀
二
付
願
」
、
明
治
九
年
～
↓

（　
月
二
九
日
。

ω
『
開
化
新
聞
』
全
号
に
お
け
る
他
紙
掲
載
記
事
の
引
用
状
況
を
紹

（　
介
し
た
も
の
と
し
て
、
瀬
川
隆
「
『
開
化
新
聞
』
の
研
究

　
（
三
）
」
（
『
学
田
』
第
三
八
集
、
金
沢
女
子
短
期
大
学
、
一
九
九

　
六
年
）
が
あ
る
。
た
だ
し
瀬
川
は
、
紙
上
に
あ
ら
わ
れ
た
「
○
○

　
新
聞
の
内
」
な
ど
と
い
っ
た
文
言
が
記
さ
れ
た
記
事
の
み
を
紹
介

　
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
全
記
事
を
調
査
し
て
い
る
わ
け
で
は

　
な
い
。

㈲
本
文
に
年
記
な
し
．
本
文
罫
紙
欄
外
に
「
伯
父
ノ
書
置
キ
」
と

　
あ
る
。
こ
の
「
履
歴
」
が
お
さ
め
ら
れ
た
封
書
の
表
面
に
は
「
金

　
沢
市
高
岡
町
／
明
治
印
刷
株
式
会
社
／
大
村
助
太
郎
様
」
、
裏
面

　
に
は
「
大
阪
市
東
淀
川
三
三
津
屋
町
田
井
中
九
五
／
中
神
利
人
／

　
昭
和
四
年
四
月
十
六
日
」
と
あ
る
が
、
中
神
の
「
伯
父
」
が
書
き

　
お
い
た
も
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

【
附
記
】

調
査
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
っ
た
各
所
蔵
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
一
七
年
度
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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